
令和 5 年度事業報告書 

令和５年 4 月 1 日より令和６年 3 月 31 日まで 

 

                  公益財団法人ルネッサ地域文化振興財団 

代表理事 麻殖生 光弘 

概 要 

 

本法人は、地域文化の普及伝承を通じて地域文化の振興と地域社会の健全な発展に寄与

することを目的として、平成 28 年 5 月 20 日に一般財団法人ルネッサ地域文化振興財団として

設立、平成 28 年 12 月 20 日に内閣府より公益認定され、公益財団法人ルネッサ地域文化振

興財団としてより充実した事業に取り組んでまいりました。 

本年度も、法人基盤の確立にいっそうの力を注ぐとともに、事業活動の推進を図り、目的の達

成を目指しました。 

 

1. 事 業 

 

Ⅰ 地域文化に関する講演会・フィールドワークの開催 

 

地域文化に関する講演会・フィールドワークを広く一般市民を対象に開催することで、地域文

化の魅力や知識を多くの人々に伝えてまいります。また、講師・ナビゲーターには当該分野におい

て豊富な実績のある講師を招致し、質の高い内容を実現するとともに、一般の方が気軽に講演

会に参加できるよう、参加料は無料とし、開催はなるべく平日の夜間又は土日祝祭日にて設定い

たします。 

 

本年度は、昨年に引き続き、新型コロナウイルスの蔓延による三密を避ける社会的要請を鑑み、

全ての講演会を中止と致しました。その上で、人が集まる講演会を人が集まらなくても開催できる

方法を模索し、WEB 等を用いて講演会を中継乃至、講演会を収録の上、広く地域文化に関心の

ある一般市民に視聴出来るような仕組みを整えることが急務であると判断するに至りました。しかし

ながら、そうした仕組みの構築は、当初の想定よりもコストがかかるため、当財団の最も重視する景

観の保全を目指すための、保存するに値する景観を主題とした景観アーカイブの作成を行う方針

を昨年決定いたしました。その上で、可及的速やかに景観アーカイブを用いた講演会を実施する

ことを目指すことといたしました。この方針を受け、令和 5 年度中には、高知県赤岡町の景観を記

録した映像を作成することが出来ました。この映像を基に、講演会事業を復活予定であります。ま

た、フィールドワークについては、従来実施してきたものとほぼ同様の質の高いフィールドワーク事

業を復活することが出来ました。 

 



≪本年度の開催情報≫ 

 

＜講演会＞ 

講演会の適切な実施方法を模索する中、社会情勢を鑑み、やむを得ず中止することになりました。

但し、新しい試みとして、高知県赤岡町の街並みを記録する映像を作成することが出来ました。こ

の記録映像を基にして、令和 6 年度中には、講演会事業を実施していく予定であります。 

 

＜フィールドワーク＞ 

今年度より従来のフィールドワークを復活させ、４回のフィールドワーク事業を実施いたしました。 

 

「神戸そぞろ歩き 『大輪田の泊と兵庫津を中心に』」 

日 時： 令和５年４月２２日（土）10：00～ 

世話人： 中尾 嘉孝（港まち神戸を愛する会） 

開催地： 兵庫県 

会 場：  JR 兵庫駅界隈 

参加料： 無料 

対象者： 地域文化に関心のある一般市民 

 

「神戸そぞろ歩き２ 『福原京の面影と近代住宅地』」 

日 時： 令和５年６月３日（土）10：00～ 

世話人： 中尾 嘉孝（港まち神戸を愛する会） 

開催地： 兵庫県 

会 場：  JR 神戸駅界隈 

参加料： 無料 

対象者： 地域文化に関心のある一般市民 

 

「神戸そぞろ歩き３ 『新長田・駒ヶ林～古の漁港と西の新開地を行く』」 

日 時： 令和５年８月５日（土）10：00～ 

世話人： 中尾 嘉孝（港まち神戸を愛する会） 

開催地： 兵庫県 

会 場：  神戸市営地下鉄駒ヶ林駅界隈 

参加料： 無料 

対象者： 地域文化に関心のある一般市民 

 

「神戸そぞろ歩き４ 『創業者の足跡を探る』」 

日 時： 令和６年２月３日（土）10：00～ 

世話人： 中尾 嘉孝（港まち神戸を愛する会） 



開催地： 兵庫県 

会 場：  神戸市営地下鉄県庁前駅界隈 

参加料： 無料 

対象者： 地域文化に関心のある一般市民 

 

 

Ⅱ 建築及び景観の管理、保存、活用に係る諸活動への助成支援  

 

建築及び景観の管理、保存、活用に係る諸活動を対象として、本法人が制定する「建築景

観保護助成制度」に基づき、選考委員会の審査により選定した者に対し、一定額の助成金を支

給しました。なお、今年度は新規助成該当者はおりませんでした。（継続支給者はありました。） 

 

助成対象者の選考及び決定は、この法人に置かれる選考委員会において行いました。 

選考委員は以下の 3 名です。 

 

◆ 麻殖生光弘 （本法人理事長） 

◆ 小浦 久子 （神戸芸術工科大学教授） 

◆ 森本 アリ （神戸市垂水区旧グッゲンハイム邸管理人） 

 

助成選考委員会（昨年第一回） 

 

開 催 日：令和 5 年 2 月 28 日 

出席委員：麻殖生光弘、小浦 久子、森本 アリ 

 

助成選考委員会（昨年第二回） 

 

開 催 日： 令和 5 年 3 月 7 日 

出席委員： 麻殖生光弘、小浦 久子、森本 アリ 

 

助成対象事業 

活動内容：路地サミット in 京都 2023 実行委員会事務局の申請した「路地サミット in 京都 2023」

の事業に対する助成（会場費、印刷費、支払手数料及び事務費相当額） 

助成金額：300,000 円（うち当期支出額１00,000 円） 

 

2．庶務・管理 

 

(1) 理事・監事に関する事項 



 

理事定数  3 名以上 6 名以内  現在 3 名  任期 2 年 

監事定数  1 名   任期 2 年 

 

役職 氏 名 
勤務 

形態 
就任(重任)年月日 職  務 

理事長 麻殖生 光弘 常勤 令和 4 年 6 月 10 日 
有限会社ルネッサ・コーポレーション 代

表取締役 

理事 松原 永季 非常勤 令和 4 年 6 月 10 日 一級建築士 

理事 山下 善彦 非常勤 令和 4 年 6 月 10 日 不動産鑑定士 

監事 松田 匡司 非常勤 令和 4 年 6 月 10 日 税理士 

 

(2) 評議員に関する事項 

 

 評議員定数  3 名以上 6 名以内  現在 3 名  任期 4 年 

 

役職 氏 名 
勤務 

形態 
就任(重任)年月日 職  務 

評議員 岡田 葉子 非常勤 令和 2 年 6 月 9 日 
有限会社ルネッサ・コーポレーション 取

締役 

評議員 秋沢 伸哉 非常勤 令和 2 年 6 月 9 日 
英国国立ウェールズ大学経営大学院 

教授 

評議員 髙田 かおる 非常勤 令和 2 年 6 月 9 日 著述業 

 

(3) 職員に関する事項 

 

区分 氏 名 
勤務 

形態 
職  務 

事務局長 鈴木 一正 非常勤 総務経理事務 

 

(4)会議に関する事項 

 



① 理事会 

 

開催年月日 場 所 議  事  事  項 結 果 

令和５年 5 月２６日 
本法人

事務所 

1. 令和 4 年度事業報告書及び決算書の承認に関する件 

2. 代表理事による職務執行の報告の件 

3. 評議員会開催の件 

可決 

令和６年１月 2９日 
本法人

事務所 

1. 令和 6 年度事業計画書及び収支予算書等の承認に関

する件 

2. 代表理事による職務執行の報告の件 

3. 評議員会開催の件 

可決 

 

② 評議員会 

 

開催年月日 場 所 議  事  事  項 結 果 

令和５年 6 月 1６日 
本法人

事務所 

1. 令和 4 年度事業報告書及び決算書の承認に関する件 

2. 代表理事による職務執行の報告の件 
可決 

令和６年２月１９日 
本法人

事務所 

1. 令和 6 年度事業計画書及び収支予算書等の承認に関

する件 

2. 代表理事による職務執行の報告の件 

可決 

 

(5)寄付金に関する事項 

                                                      （単位：円） 

寄付年月日 寄付者 目 的 区分 金 額 

令和 5 年 7 月 13 日 麻殖生光弘 法人 指定 231,000 

令和 5 年 12 月 6 日 麻殖生光弘 公 2 指定 300,000 

令和 6 年 3 月 25 日 麻殖生光弘 法人 指定 1,000,000 

合 計 1,531,000 

※公１ 地域文化に関する講演会及びフィールドワークの開催 

※公２ 建築及び景観の管理、保存、活用に係る諸活動への助成支援 

 

(6)内閣府 公益法人行政担当への届出 

 

届出年月日 届  出  内  容 



 なし 

 

令和 5 年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第

34 条第 3 項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないの

で作成しない。 


